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＜ 午前１０時００分 開会 ＞ 

 

教育長（松村光洋） 

  只今の出席者数は６名で、定足数に達しております。 

  よって会議は成立しますので、只今から令和４年１１月北名古屋市教育委員会を開会しま

す。 

 

教育長（松村光洋） 

  日程第１、前議事録の承認を議題とします。 

お諮りします。令和４年１０月６日の議事録について、承認することにご異議ございません

か。 

 

  「全員（異議なし）の声あり」 

 

教育長（松村光洋） 

  全員異議なしと認め、前議事録は事務局原案のとおり承認することに決定いたしました。各

委員はご署名をお願いします。 

 

 （教育長、各委員が前議事録に署名） 

 

教育長（松村光洋） 

  日程第２、議事に移ります。 

  議案第２４号、令和５年度教職員定期人事異動方針についてを議題とします。説明してくだ

さい。 

 

教育部参事（鹿島直樹） 

  議案第２４号、令和５年度教職員定期人事異動方針についてご説明申し上げます。議案第２

４号、令和５年度教職員定期人事異動方針について、令和５年度の人事異動方針につきまして

は別紙のとおりとする。この案を提出するのは、異動方針に基づき、定期人事異動を進めるた

めに必要であるからでございます。資料の説明をさせていただきます。令和５年度教職員定期

人事異動方針については、愛知県教育委員会から１０月初旬に示された人事異動方針となりま

す。次の資料は、この教職員定期人事異動の実施要領です。その他の資料も同様に、学校事務

職員・学校栄養職員についての異動方針とその実施要領となります。本年度の愛知県における

教職員定期異動方針の骨子としては、昨年度と大きく変わっておりません。追加された文言と

しては、一つは一層高度化・複雑化する諸課題に対してスピード感を持って対応できるような

人事異動にしていくこと。二つ目は年度当初から組織力を発揮できる体制作りができるような

人事異動にしていくこと。三つ目は教職員の意識向上、また職場の活性化を図れるような人事

異動にしていくことが追加されて県の人事異動方針が示されました。この県の人事異動方針に

基づき、北名古屋市教育委員会の「令和５年度教職員定期人事異動方針」を示させていただき

ました。また、令和５年度教職員定期人事異動実施要領において、「２教員人事」では、「同
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一校勤務１０年以上の者は特別の事情のない限り異動を行う。また、新任以来同一校勤務６年

以上の者についても同様とする。」「同一校勤務３年未満の者は、特別の事情のない限り異動

の対象としない。」「異動後の通勤時間は、原則として公共交通機関で片道１時間３０分以内と

なるよう配慮をする。」など、細かく規定されております。これに基づいて北名古屋市の教職

員人事異動も行っていきたいと考えております。北名古屋市の教職員の人事異動につきまして

は、清須市と豊山町の２市 1町で行っております。今後も清須市教育委員会と豊山町教育委員

会との連携のもと、西春日井地区の教職員人事が円滑に、また活性化できるように人事異動を

進めてまいりたいと考えておりますのでよろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 

教育長（松村光洋） 

  只今の説明について、何かご質問等ございませんか。 

 

  （しばらくの間） 

 

教育長（松村光洋） 

  知事部局の人事異動方針が変わり、それとリンクして愛知県教育委員会の人事異動方針を変

えるという形をとっており、愛知県教育委員会の人事異動方針を受けて、北名古屋市の人事異

動方針をこのように示させていただいたということです。 

  お諮りいたします。議案第２４号について、ご異議ございませんか。 

 

  （「異議なし」の声あり） 

 

教育長（松村光洋） 

  全員異議なしと認め、議案第２４号、令和５年度教職員定期人事異動方針については承認さ

れました。 

  次に、議案第２５号、北名古屋市いじめ基本方針の一部改訂についてを議題とします。事務

局、説明してください。 

 

教育部次長兼学校教育課長（安井政義） 

  議案第２５号、北名古屋市いじめ防止基本方針の一部改訂についてご説明します。北名古屋

市いじめ防止基本方針の一部を別紙のとおり改訂するものとする。令和４年１１月４日提出。

提案理由、この案を提出するのは、北名古屋市いじめ問題専門委員会の提言を受け、北名古屋

市いじめ防止基本方針の内容の一部を改める必要があるからでございます。次の資料の新旧対

照表をご覧ください。いじめ問題専門委員会からの提言を受け、「北名古屋市いじめ防止基本

方針」の中に組み込むべきと判断した内容について、一部改正を行うものでございます。新旧

対照表の新の下線部になりますが、「３ 学校におけるいじめ防止等に関する取組」の「⑴ い

じめの未然防止」という部分について、これまでもいじめ防止に取り組んでおりますが、「い

じめを許さない集団作りをする。それにより学校生活が原因となる児童生徒のストレスを減ら

し、児童生徒が他人を攻撃したり、攻撃に同調・加担することなく、どの児童生徒も落ち着い

ていられる潤いに満ちた居場所づくりにつなげる。」という取組が必要という提言をいただき
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ました。その下の「⑶ いじめへの対応」についても、スクールカウンセラーのことを加えて

おります。またＰＴＳＤの関係になりますが、ＰＴＳＤは一般的に３か月以内に発症すると言

われていますが、潜伏期間は６か月から１年等にわたるということがあったことから、そうい

った点も踏まえて対応する必要があると提言をいただきましたので、文言を加えております。

次に資料の「北名古屋市いじめ防止基本方針（案）」をご覧ください。９ページから１１ペー

ジの文字に色が付いている箇所が、説明させていただいた内容となっており、先ほどの改正し

た部分を加えて、基本方針を改訂し、この改訂後の基本方針に基づいて、各学校における基本

方針を策定していくことになります。説明は以上でございます。ご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

 

教育長（松村光洋） 

  市のいじめ問題専門委員会の提言を受けて、このように一部改訂をさせていただいたという

ことでございます。 

  只今の説明について、何かご質問等ございませんか。 

 

  （岡島委員、挙手） 

 

教育長（松村光洋） 

  岡島委員、お願いします。 

 

教育委員（岡島秀隆） 

  北名古屋市いじめ防止基本方針（案）の９ページについて一部修正をお願いします。９ペー

ジの網掛け箇所下から３行目「攻撃に同調・加担することのなく」については「攻撃に同調・

加担することなく」だと思いますので、修正してください。 

 

教育長（松村光洋） 

  ご指摘ありがとうございます。「の」を削ります。その他よろしいでしょうか。 

 

  （しばらくの間） 

 

教育長（松村光洋） 

  お諮りいたします。議案第２５号について、ご異議ございませんか。 

 

  （「異議なし」の声あり） 

 

教育長（松村光洋） 

  全員異議なしと認め、議案第２５号、北名古屋市いじめ基本方針の一部改訂については承認

されました。 

  続きまして、議案第２６号、北名古屋市豊かな学び創造推進協議会設置要綱の一部改正につ

いてを議題とします。事務局、説明してください。 
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教育部次長兼学校教育課長（安井政義） 

  議案第２６号、北名古屋市豊かな学び創造推進協議会設置要綱の一部改正についてご説明し

ます。北名古屋市豊かな学び創造推進協議会設置要綱の一部を改正する要綱を別紙のとおり定

めるものとする。令和４年１１月４日提出。提案理由、この案を提出するのは、当面する課題

を解決するために必要な組織を幅広く置くことができるように見直す必要があるため、本要綱

の一部を改める必要があるからでございます。添付資料の新旧対照表をご覧ください。第３条

に（組織）という項目があり、旧の表には第３条第２項第１号に小中一貫部会、第２号に学校

における働き方改革特別部会というものを設定しており、それぞれの内容が明記されていまし

たが、今回の改正においては、各学校で直面する課題を適宜設定できるようにするため、改正

させていただくものです。また、第６条第２項で委員長は教育長をもって充てるとされていま

したが、これについても委員の中から互選により選出し、運営していくことが望ましい形では

ないかということで一部改正をさせていただきたいと思います。説明は以上となります。よろ

しくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 

教育長（松村光洋） 

  北名古屋市豊かな学び創造推進協議会の部会について、小中一貫部会、働き方改革特別部会

を削除していくということでございます。また、委員長につきましては、これまでは教育長を

もって充てるとなっておりましたが、委員の中からの互選による選出にさせていただきたいと

考えております。小中一貫部会は北名古屋市になじまないのではないか、働き方部会につきま

してもコミュニティスクールの中で取り組んできたことでございますが、スリム化できるのも

はスリム化し、やらなければならないことはきちんと取り組んでいくということでございま

す。なお、小中一貫教育校の構想については、白紙にさせていただきたいと考えています。形

ではなく中身で、教育水準を保障し、高めていくことでご理解いただきたいと思っております。 

  只今の説明について、何かご質問等ございませんか。 

 

  （しばらくの間） 

 

教育長（松村光洋） 

  お諮りいたします。議案第２６号について、ご異議ございませんか。 

 

  （「異議なし」の声あり） 

 

教育長（松村光洋） 

  全員異議なしと認め、議案第２６号、北名古屋市豊かな学び創造推進協議会設置要綱の一部

改正については承認されました。 

  続きまして、議案第２７号、令和５年度小中学校の儀式等についてを議題とします。事務局、

説明してください。 
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教育部参事（鹿島直樹） 

  議案第２７号、令和５年度小中学校の儀式等についてご説明します。令和５年度の小中学校

の儀式等の日程を別紙のとおりとする。令和４年１１月４日。提案理由、この案を提出するの

は、愛日地方教育事務協議会と共同し、管理執行するのに必要があるからでございます。令和

５年度の儀式等の予定日程につきましては、次の資料のとおり、この予定で進めていきますが

変更する余地もありますので、現段階の案ということをお含みいただきたいと存じます。最後

の資料につきましては、先日示されたものでございます。参考として県立高校の入試日程も載

せさせていただいたものとなります。説明は以上となります。よろしくご審議賜りますようお

願い申し上げます。 

 

教育長（松村光洋） 

  補足でございますが、入学式・始業式・卒業式の日程につきましては愛知県都市教育長会と

愛知県校長会にて協議し、日程案を立てます。そして尾張地区・三河地区に大まかな了承を得

ます。資料を見ていただきますと、尾張地区は入学式・始業式が別日、三河地区は同一日とな

っており、これが大体慣例となっております。そして、教育委員会でお諮りをさせていただく

ということでございます。また、愛日地区の中で統一を図っていければとは思っております。 

  只今の説明について、何かご質問等ございませんか。 

 

  （しばらくの間） 

 

教育長（松村光洋） 

  お諮りいたします。議案第２７号について、ご異議ございませんか。 

 

  （「異議なし」の声あり） 

 

教育長（松村光洋） 

  全員異議なしと認め、議案第２７号、令和５年度小中学校の儀式等については承認されまし

た。以上で議事を終了いたします。 

 

教育長（松村光洋） 

  次に、日程第３、報告に移ります。 

  ⑴教育長告ですが、会議・行事等報告については別紙をご覧ください。 

 １０月６日から１１月３日までの参加した行事等について主なものを報告させていただきま

す。１０月１２日と１１月１日に西春日井地区教育長会がございました。来年度の校長の退職

については、清須市は１名、北名古屋市は５名、豊山町は１名で合計７名の退職者がおります

。教頭の退職者は無いと思っておりますが、校長・教頭につきましては登用試験がございます

ので、その合否のことも含めまして今後の人事について考えさせていただいておる時期でござ

います。その辺りを中心に清須・豊山・北名古屋の教育長で話をさせていただいております。

次に、１０月１８日の愛日地方教育事務協議会と１０月２１日の尾張部都市教育長会について

は後ほどお話をさせていただきます。また、１０月２７日の県ＪＲＣ防災教育推進事業につい
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ては「家まですごろく」とういう西春小学校で行った防災教育でございまして、先日、新聞に

も掲載されたものです。１０月２９日に県ＪＲＣ賛助奉仕団研修会、１１月２日の愛知県赤十

字大会などについても、個人的に愛知県の赤十字の係をやっておりまして、その関係で良い事

業があれば本市で実施できないかと思い、西春小学校で防災教育を進めさせていただものでご

ざいます。１０月１９日の県退職校長会正副会長・常任委員会につきましたは、県の校長会を

卒業しますと県の退職校長会に入会します。私は県の退職校長会の係も務めさせていただいて

おり、県の校長会のサポートやベクトルを揃えて教育行政を進めていくといったサポートもさ

せていただきたいと考えておりますので、複数の会に出席させていただいておりますことをご

了承いただきたいと存じます。只今の報告について、何かご質問等ございませんか。 

 

  （しばらくの間） 

 

教育長（松村光洋） 

  次に、愛日地方教育事務協議会についてご報告いたします。資料１をご覧ください。１枚目

と２枚目の資料には重点目標や事業計画等が載っておりますが、特に変更点はありません。３

枚目の資料は、愛日地方教育事務協議会事務局所在地・各種委員長等のローテーション表

（案）となっております。研究委嘱の欄をご覧ください。令和２年度が「Ａ中・小牧・西春地

区」となっておりますが、小牧市の岩崎中が研究を受けており翌年度発表をしております。「西

春地区」というのは、清須・豊山・北名古屋のことを指しております。令和５年度に同じよう

に「Ａ小・小牧・西春地区」となっており、令和２年度が小牧市でしたので、今度は「西春地

区」となります。現在までの１７年間において、北名古屋市は一度も受けておりません。令和

５年度に研究を受けるのは、西春小学校が受けます。令和５年度に研究を行い、令和６年度に

発表を行います。発表は１１月頃になると思います。西春小学校長とこの研究発表を受けてい

くということで調整しております。令和５年度研究を受け令和６年度の発表においては、西春

小学校にて１９４校の校長先生、１１市町の首長が集まるという大きな会が開かれる形となり

ます。北名古屋市で初めての事になりますので、成功させるためにも応援していただきたいと

思います。本市の教育水準の良さ、子どもの良さ、また建物はなかなか新しい学校や令和の学

校施設にはかないませんが、子どもの良さや研究の質の高さをアピールしていき、また、その

方法を研究することによって市内の現職教育の強さ、授業力を高めてまいりたいと思います。

是非とも委員の皆様のご支援・ご助言・ご指導いただきたいと思います。この件について、何

かご質問等ございませんか。 

 

  （しばらくの間） 

 

教育長（松村光洋） 

  次に、尾張部都市教育長会について報告させていただきます。資料２をご覧ください。ここ

には６項目ございます。①番の人事方針については、先ほど参事から説明がありましたので割

愛させていただきます。 

②番の特別免許状及び臨時免許状の授与基準の変更についてですが、私たちは免許状が無い

と教壇に立つことはできません。免許状というのは普通免許状、これは全国どこでも通用する
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というものです。他に特別免許状と臨時免許状というものがございます。この効力は教育職員

検定に合格した都道府県のみ有効ですので、愛知県が出した場合、他県でその効力はありませ

ん。それで何が問題かと言いますと教員不足です。４０人学級から３５人学級になることも含

め、教員不足が今非常に課題になっております。この現状を鑑み、欠員が生じたところを中心

に緩和していこうというものでございます。特別免許状については、教員の免許が無い人でも

特別にその教科に限り免許がもらえるものです。例えばスポーツ選手が体育、音楽家の人が音

楽、英会話に長けておりネイティブな英語の発音が必要なため英語の先生にというものです。

この要件の一つに特別非常勤講師の経験年数がありますが、この辺りについてやや緩やかにし

ていこうというものです。免許の無い人が教える道を得る機会が特別免許状ですが、もう一つ

に臨時免許状があります。これは免許のある人を雇用したいけれど、例えば中学校の体育の免

許を有した先生がいるが、小学校でも人材が足りないという場合に教職員検定項目を書類等で

クリアしたら小学校の臨時免許状を与えて、小学校の担任にすることができるというもので

す。そうすることで欠員を無くそうとするものです。このような方向で今動いておりますが、

教職員課から急に話がおりてきたところであり、尾張教育事務所ではまだ混乱しているような

状況です。免許状の発行を緩和し、教員不足を解消しようというものだと思いますが、正直に

全てが良い訳ではありません。頑張って免許を取得した先生はどうなのかという議論も当然あ

るからです。また、臨時免許状は３年ということは決まっておりますが、特別免許状は永久ラ

イセンスになります。いわゆる昨今の教員不足を解消しようとするものですが、元々は戦後の

教員の人手不足の解消ということで手を打ったのが臨時免許状であり、再び脚光を浴びてきた

というところです。本市としましては、まだ校長と話をしておりませんが、校長としての所属

長の検定願いは必要になってきますので慎重に取り組んでいきたいと思います。臨時免許証の

３年間有効ということについても、当初の状況によることなく、何でも３年間教壇に立つとい

うことになると思いますので、そういったことも踏まえて慎重に判断していきたいと考えてお

ります。 

③番の中高一貫教育の導入については、皆さまご存じと思いますが、今年の４月から検討が

始まり、明和・津島・半田・刈谷高校の４校に導入すると決定しております。元々案として６

校あり、残りの２校については１年遅れて２０２６年４月開校で動いているようです。この辺

りの学校が中心になって中高一貫教育が始まってくるということです。難しいのは、その地区

の中心的な存在の学校という形になるとリーダー的な生徒はそこへ集まってしまうのではない

かということが考えられます。愛知県教育委員会がエリート校とかではなく進めていったとし

ても、そこへ進学したい生徒は出てくる。これが非常に難しくこれからの大きな裏の課題とな

ってくるのではないかと考えられます。 

④番の定時制・通信制教育の在り方検討については、通信制に進学する生徒が増えてきてい

ることから、施設に余裕のある高校をサテライト校というようなイメージで借りていこうとい

う方向で動いております。昼間定時制については、県立では４校、私立は２校の６校ございま

す。やはり昼間定時制は不登校の経験者、特別な支援が必要な生徒、それから家庭に事情があ

る生徒というのが非常に多く、昼間定時制へ進学する生徒が増加しているところを今後、考え

ていかなけらばならない。また、通信制や定時制にはスクールカウンセラーが常駐していませ

ん。これを常駐させようか等という方向で、より良い定時制にしていきたいということがあり

ます。夜間定時制につきましても、県立が２５校、私立が３校で愛知県内に２８校ございます。
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ここには外国にルーツがある生徒が多いです。このため外国人生徒への日本語指導の充実が求

められております。これに対し国は夜間中学を設置する方針で進めるよう動いておりますが、

現在愛知県にはありません。このため愛知県も夜間定時制高校に併設する方向などで検討して

いき、これからの子でもたちのニーズに合わせ、そのニーズに合った学校を充実させていこう

というのが定時制・通信制の見直しに関する県の考えであります。 

⑤番の部活動の地域移行につきましては、予算的に国から補助がどの程度おりてくるかとい

うのは未だ明確ではございませんが、愛知県としましては基本方針、今後のスケジュールや複

数の移行のパターンを推進計画にまとめており、策定中でございます。１２月１５日にこれに

関する県の説明会がありますので本市も参加し、部活動の地域移行を進めていきたいと思いま

す。 

⑥番の新型コロナウイルスの感染症対策と自殺対策についてですが、資料の「会話禁止」や

「机を前に向ける」など愛知県は国に比べて厳しく行っております。普通は黙食まで行ってま

せん。黙食や机を前に向けてと非常に厳しい基準があり、「楽しい給食」は全然楽しくないと

いうこともあるかもしれません。やはりメリハリのある感染症対策ということで、黙食ではな

く大声を出さない、向かい合うことは無いけれどというように、多少緩和する方向でウィズコ

ロナに向けてと考えております。 

只今の報告につきましてご質問等がございませんか。 

 

  （池山委員、挙手） 

 

教育長（松村光洋） 

  池山委員、お願いします。 

 

教育委員（池山健次） 

  ②の関係について、教員不足という話の度に質問させていただいております。高齢化社会の

中で年を取っても元気な人も多いので、一般企業で７０歳まで仕事をしてもらう定年延長のよ

うな制度が現実にあります。先生方も再任用として、一旦教員は卒業されても現場に戻ってい

ただくとか、或いは出産など様々な事情で若くして辞められた先生や、子育てが終わったり家

庭の事情が変わったなど、そういった方に復帰してもらうということを積極的にやっていただ

いた方が良いと思います。 

 

教育長（松村光洋） 

  もちろんそういう方への声掛けが必要だと思います。そういう意欲のある方はありがたいの

ですが、子どもたちと一緒に動いたりということになってくると、ご高齢の方はなかなか難し

いかもしれません。もう一度心に着火して、というところがなかなか難しい部分もございま

す。１時間や２時間の非常勤だったら良いという方もみえるかもしれませんし、放課後子ども

教室だったらという方もおみえになります。そんなことも踏まえまして、教員不足に対応して

いきたいと考えております。 
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教育委員（池山健次） 

  例えば４０代・５０代の方で、３０代の半ばぐらいで退職されたような方で、当時は他県で

勤務していたが現在は愛知県にいるというような方を探し出して話を持っていくというよう

な仕組みは無いですか。 

 

教育長（松村光洋） 

  基本的には教育スポーツ振興財団のようなしっかりとした組織への登録等でないと把握す

るのはとても難しいということと、やはり子どもの授業となると、どういう方なのかが非常に

重要となります。一概に誰でも大丈夫ということでは無いところがあります。アンテナを高く

し、面接を行いながら広い視点で対応していきたいと思います。池山委員の仰られる仕組みづ

くりとその活用というのは本人が登録しないと難しいと思います。また、一概に臨時免許状を

出して安易にという事も出来るだけ避けたいと思っております。 

 

教育委員（池山健次） 

  もう一点、臨時免許状を取得した若い人は、一番やる気のある大切な時期にその不安定な状

態で教育の仕事をして、近く正式な教員採用試験に受かれば良いのですが、受からないと若い

時に中途半端な状態で日々を送りながら教員の仕事をし、志はあって頑張るけれども成し遂げ

れない場合、他の仕事を探さなければいけないというのもかわいそうだと思ってしまいます。 

 

教育長（松村光洋） 

  当然、普通免許状を取得していくという形が一般的かと思います。臨時免許状は３年の有効

期限があり､愛知県に限定されますが延長して６年まで出来るようになっております。本来通

りの普通免許状を取得していくという形は大事かと思います。 

 

教育委員（山田聡子） 

  普通免許状を取得するためには、大学に行って教職課程をとって教員採用試験を受けるとい

う形でしたが、今も同じですか。 

 

教育長（松村光洋） 

  大学・短大に行くということが原則です。通信制もありますが基本的に教職課程を取得して

いくのがスムーズだと思います。 

 

教育委員（山田聡子） 

  例えば塾の先生をやっている方で、教員になりたいと思うような３０代・４０代の方はどう

なりますか。 

 

教育長（松村光洋） 

  不足の単位数などを取得していただいて、普通免許状を取得していくという形が一番安定す

ると思います。そこは変わりません。これからは小学校の免許と中学校の免許の両方を持って

いることが大事なことになってまいりますので、中学校の免許が無い方に小学校の臨時免許を
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ということではなく、積極的に普通免許状を取得していく方向になればと考えております。 

 

教育委員（山田聡子） 

  先ほどのお話で退職された先生が再任用をということについてですが、私の周りにもおみえ

になり、再任用はやられないのかと尋ねると、他の事がやりたいと仰る方が多いです。しかし、

その逆もあると思うので大学に入り直さなくても教員になれるような特別課程みたいなもの

が出来てくるといいのかなと思います。現実的に直ぐには難しいと思います。 

 

教育委員（寺川理絵） 

  免許を持っている方が、免許の更新をしないと失効になるのはどういう取扱になっているの

でしょうか。 

 

教育長（松村光洋） 

  今は１０年の免許更新が無くなりました。更新に係る費用や負担、教員の不足ということも

あります。 

 

教育委員（寺川理絵） 

  頑張って勉強されて、更新されてる方に申し訳ない気もします。 

 

教育委員（山田聡子） 

  私は高校の現場から離れて１０年以上経っておますが、中高の普通免許状を持っています。

１０年以上教壇に立っていませんが、有効になり働けるということですか。 

 

教育長（松村光洋） 

  担任もやっていただけます。 

 

教育委員（鈴野範子） 

  確認ですが、臨時免許状というのは免許を持っているのでしょうか。 

 

教育長（松村光洋） 

  特別免許状と臨時免許状の違いは、免許状が有るか無いかが大きく違います。特別免許状は、

免許が無い方に対して出ます。臨時免許状は、例えば中学校の免許は持っているけど小学校の

免許は持ってない方が、緩和して３年間に限っていけるということです。教科外免許とはまた

別で、例えば中学校の英語の免許を持っている先生がいて、その時に技術・家庭科の先生がい

ないとします。その場合に１年に限り、その英語の先生が技術・家庭科を教えるという免許外

の許可を発令させて学校をスムーズに回すということです。 

 

教育委員（鈴野範子） 

  臨時免許状は、非常勤講師の枠になるのですか。 
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教育長（松村光洋） 

  特別免許状は、教諭という位置付けになります。臨時免許状は、臨時的なということで助教

諭という位置付けになります。もちろん正規職員ではありませんし、愛知県に限定して有効と

なります。 

 

教育委員（岡島秀隆） 

  特別免許状についてですが、教員の免許が無いのですか。 

 

教育長（松村光洋） 

  無いです。 

 

教育委員（岡島秀隆） 

  公募制や推薦制というような制度はどのようになっていますか。 

 

教育長（松村光洋） 

  愛知県の教職員課による教職員の検定がございます。人物・学力・実績・健康など、また所

属長の意見が書類による審査として上がっていきます。まずは書面で合格が必要となります。

少なくとも教育委員会やその所属長が、務める学校が、この人ならという人であることが必要

です。ご自身で手を挙げても通るものではございません。 

 

教育委員（岡島秀隆） 

  もう一点、④の定時制・通信制教育についてですが、先ほど夜間中学の話がありましたが、

中学生なので気候の問題や安全性の問題が出てくると思います。 

 

教育長（松村光洋） 

  夜間中学というのは、義務教育を修了していない方が多く、年配の方が多いです。今現在の

中学生の年齢とは少し違っており、十分な教育を受けられないまま中学校卒業者となった方や

外国籍の人で義務教育を受ける、そういう方の機会を保障していこうというところです。愛知

県は夜間中学校が無いのですが、名古屋市に中学校の夜間学級がございます。愛知県で夜間中

学校となると、通うとなれば中心である名古屋市にあれば良いのではないかと考えます。夜間

中学校は、月曜日から金曜日の週５日通わなければなりませんし、年齢的には上の方を対象に

もう一回学び直したという方を支援していくということでございます。 

 

教育長（松村光洋） 

  次に、⑵所管事項報告」に移ります。学校教育課より、学校給食費について説明してくださ

い。 

 

教育部次長兼学校教育課長（安井政義） 

  資料３をご覧ください。６月の教育委員会において、物価の高騰による給食費への影響を確

認していただく資料を提出させていただき、委員の皆様からご意見をいただきました。７月の
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教育委員会では、物価高騰を踏まえた給食費を検討していかなければならないということで、

給食センター運営委員会の意見を求めるために、諮問する事を可決いただきました。それと同

時期に、国から新型コロナウイルス関係の本市に対する臨時交付金が示され、給食の材料費の

値上がり分への支援をするということで 5,153 万 4千円の補正予算を７月２１日に市議会に可

決いただきました。従いまして、給食の賄材料費は 5,153 万 4 千円増えています。 

  教育委員会の諮問を受けた給食センター運営委員会は、７月２８日に第１回の会議が開催さ

れ、給食費をどう改定するのが良いかということを委員の皆様に検討していただきました。ま

た、保護者に対しましては、８月下旬に給食費がどのような形で算出されているか、さらに給

食費の改定に向けて検討しているということをチラシを作成し周知しました。 

  このような取組を踏まえ、本日は給食費の直近の状況確認として、資料を基に説明させてい

ただきます。今後の予定になりますが、１１月２１日に第２回給食センター運営委員会の開催

が予定されており、改定額の案が決定される予定です。１１月２１日に決定した後、教育委員

会に諮る必要がありますので、大変勝手なお願いとなりますが、１１月２２日午前９時にお集

まりいただき、臨時教育委員会を開催し、ご審議いただきたいと考えております。そこで可決

いただけましたら、１２月２２日に開催する市議会の全員協議会において報告し、１月以降の

改定額について保護者の方に通知していくような日程を考えております。 

  それでは、資料を説明させていただきますが、本日は栄養教諭の松井先生に出席をお願いし

ましたので、私の説明や資料の不明な点については後ほどご質問いただければと思います。資

料３-１をご覧ください。７月２８日の給食センター運営委員会の会議資料について、その後

の状況を加えた資料となっております。初めに１から９の項目がありますが、栄養士が様々な

努力を重ねて給食費を抑えるための工夫をしている内容です。表１をご覧ください。パンのグ

ラム数に対する値段となっており、令和４年度の価格と平成２７年度から令和３年度までの提

供回数を示しています。この資料に色がついた部分になりますが、令和４年９月から３月まで

の提供回数を示しており、工夫した形で提供をしていたことが分かると思います。例えば、ミ

ルクロールパンでは４回、さらに４回出す予定になっていますので１年を通しては８回となり

ます。りんごパン・愛知のツイストパン・クロワッサンなどが出せなくなる予定が、出せるよ

うになってきたことを表しております。表２はデザートの関係になります。平成２８年度の提

供回数は８回、平成２８年度は１２回となっており、令和４年の４月から７月は４種類で４回

で、９月から１２月までは６種類で７回と、１２月までに１０種類で１１回の提供ができてい

ます。給食費の賄材料費が増えたことにより、ゼリー類やフルーツも同じように、回数や種類

を増やすことができています。表３では、味付け海苔、小魚、コーヒーパウダーの三つの品目

についても同じように種類や回数を増やすことができています。表４では、献立の品数が２

品・３品・４品なのかまた年度毎にそれぞれ何回提供できたのかを表しております。２７年度

と２８年で見ますと、最終的に総献立数を年度の食数で割ると、平成２７年度は３.０４品、

平成２８年度は３.０９品提供していますが、令和３年度中と今年度の途中までは２.９７品と

少し落ちていました。これも３.１５品、また献立４品を多く提供できるようになっています。

予算が増えたことで品数を増やしバランスがよく、量もたくさん食べていただけるような給食

の提供ができているということになります。表５については、小学校１人分の使用材料という

ことで、豚汁を例に挙げておりますが、例えば、令和４年２月に豚モモは１５ｇで安価の脂身

付きに変更しております。それが予算が増えたことにより１１月３０日から愛知県産の豚モモ
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は１５グラムが提供できるようになり、にんじん・大根・油揚げ・豆味噌なども同様にグラム

数が増えて愛知県産が提供できるように変わったということです。最後に令和４年９月以降賄

材料費の増額による効果としてまとめました。７月に予算が増えており、それ以降どういった

効果があったかということですが、外国産で最安値を優先していたもの、例えば冷凍のコーン

・油揚げを国産に変えたことにより素材の味を感じられるようになり美味しくなりました。次

に果物の回数を月２回から週 1回へ増やし食物繊維・ビタミンＣの量が増え、児童生徒の喜ぶ

声が届いています。他にも月に１度外国料理をテーマとした献立としているのですが、肉の種

類が豚肉だけではなく牛肉を使えるようになりました。季節や旬のもの、例えば栗ご飯などバ

リエーションを増やすことができています。野菜の仕入れは全国から安値を重視していたので

すが、愛知県産のものを使えるようになりました。１２月のクリスマスケーキについては、乳

・卵・小麦のアレルギー品目を使わない物を選ぶことができるようになり、アレルギーを持つ

お子さんが食べれるケーキを提供できるようになっています。 

  次に、資料３-２をご覧ください。小学校３・４年生と中学校１年から３年生を対象とした

栄養素等摂取状況をまとめたものになります。栄養素は、エネルギーから亜鉛まで、平成２５

年基準・平成３０年基準・令和３年基準の摂取量を示しております。そして令和４年６月と１

１月の数値です。表の右側には、令和４年９月以降、賄材料費の増額による効果をまとめてあ

ります。エネルギーについては、品数を増やしたことでエネルギーの量を増やすことができま

した。タンパク質については、数値は割合なので減っていますがタンパク質の量は増やすこと

ができています。カルシウムについては、乳製品や魚の食材を取り入れることができ、鉄につ

いてもほうれん草や鉄分を強化した食品を取り入れています。ビタミンＡについても小松菜・

ほうれん草・チンゲン菜などの緑黄色野菜のバリエーションを増やすことができたという効果

がありました。 

  次に、資料３-３をお願いします。小学校の月別のエネルギー量の数値について、令和３年

４月から令和４年１０月までの平均値をグラフ化したものです。その下の表は、小学校の月別

の給食費の平均額を示しており、赤線部分の２４０円が小学校の給食費の価格で。右側は中学

校となりますが、中学校の給食費は２８５円です。小学校の令和４年４月を見ていただくと、

２４０円を超え、５月は２４０円を下回っています。これは価格を抑えていることがあり、６

月は２４３円、７月は２５５円、９月は２６３円、１０月は暫定値ですが２６３円です。。中

学校についても同じ傾向で２８５円を超えている状況です。一番下の表については、２０２０

年基準消費者物価指数時系列リストとして副食の主な調理材料を５品ピックアップしたもの

でございます。これは２０２０年を基準として１００％だとした場合、どのような価格の推移

かを視覚的に確認いただければと思います。令和４年度については過去から見ても上がってお

り、１００％超えているという状況となっております。資料についての説明は以上となります

が、改定額の案については１１月２１日の給食センター運営委員会で検討し、運営委員会の検

討結果を踏まえた改定額の方針が、教育委員会に答申されます。つきましては、１１月２２日

の臨時教育委員会において、このような状況も踏まえて議論をお願いしたく、説明をさせてい

ただきました。 

 

教育長（松村光洋） 

  栄養教諭の松井先生、補足説明してください。 
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栄養教諭（松井日香里） 

  私も実際に献立を立ている中で実感しているのは、９月以降は使用食材の幅が大きく広がっ

たということです。これまでは物価高騰の中、限られた予算で要望を満たそうとすると同じよ

うな食材を使うことがどうしても増えてしまっていました。しかし、例えば先週の給食で言い

ますと、今までは高くて手が出なかった中骨付きのサンマを給食に出しました。そこで子ども

たちが自分で中骨を外して魚を食べられるようになってくるという食育の意味を兼ねて説明

動画も配信したところ、初めて自分で骨を外して魚を食べたという子どもが低学年を中心に大

変多くいました。この様に献立の幅を広げることで食育の幅も広げることができるということ

を実感しております。 

 

教育長（松村光洋） 

  只今の説明につきましてご質問等ございませんか。 

 

  （山田委員、挙手） 

 

教育長（松村光洋） 

  山田委員、お願いします。 

 

教育委員（山田聡子） 

  今の食育の話ですが、サンマの中骨の外し方を動画で教えるっていうのは素晴らしいと思い

ます。また、この価格の変動に応じて、食のバリエーションがないと子どもたちの残菜が変動

するのか、その辺りも分かれば知りたいと思います。管理的な意味で予算や価格に焦点がいっ

てしまいがちですが、そういった対応で子どもたちの食べる量が変動しているならば、楽しく

たくさん食べてくれる、バランスよく食べてくれる方が大事だと思います。様々なご家庭の中

には、あまり食べない子どもや親が忙しくてご飯を作る余裕がない家庭もあり、中には給食が

適切な栄養摂取となっているようなご家庭もあるかと思います。また、多くの種類を提供する

のも大事ですが、子どもが好きでななくて残してしまうのであれば効果は無くなってしまうと

いう面もあると思います。多角的な面で調べていただけると、また違った意見も出しやすいの

ではないかと思います。 

 

栄養教諭（松井日香里） 

  ９月のデザートで巨峰とシャインマスカットの入ったデザートを出したことがありまし

て、それを子どもも大変喜んでまして、巨峰とシャインマスカットを食べてどっちが美味しい

ということを聞いたことがありました。僕はこのマスカットを初めて食べただとか、私は巨峰

の方が美味しかったなとかフルーツですと割りと喜んで食べてくれる子も多いようです。お家

ではなかなか食べるような機会が無い物で、子どもの嗜好に合ったものなども提供していきた

いと思います。 

 

教育長（松村光洋） 

  その他、ご質問ございませんか。 
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教育委員（山田聡子） 

  ふるさと納税で、美味しい給食を提供する費用的な財源として、他自治体で取り組んでいる

事例はありませんか。 

 

教育部長（鳥居竜也） 

  本市のふるさと納税については、教育への振興というところで教育費全般に対する項目があ

ります。 

 

教育委員（山田聡子） 

  他の自治体で音楽室や楽器を補修するのに限定し、ふるさと納税を募っている事例があると

聞いたことがありますので、教育に限定して充実を図れたら良いなと思います。 

 

教育長（松村光洋） 

  では、学校給食費の件につきましては、１１月２２日の臨時会でご審議を賜りたいと存じま

す。 

  次に、１０月９日に実施された「スポーツであ～そぼ！（鬼ヶ島編）」の実施報告について、

スポーツ課長お願いします。 

 

スポーツ課長（渡辺進） 

  「スポーツであ～そぼ！（鬼ヶ島編）」実施報告について説明をさせていただきます。資料

４をお願いします。「１ 概要」として、日本スポーツ協会が開発した子どもたちが遊びなが

ら積極的に体を動かすことができるアクティブ・チャイルド・プログラムの概念を応用し、コ

ロナ過での運動不足を解消するため、基礎的運動能力である「走・跳・投」の動作を中心とし

た運動遊びを楽しめるスポーツイベントを行いました。開催日時、対象者等につきましては、

令和４年１０月９日の日曜日、午前９時から正午まで総合体育館全館を使用し、５歳から小学

生までを対象に実施しました。「６ 参加申込者」は、募集定員２００名に対し２７６名の申

し込みがございました。参加決定者及び当日参加者については、当日の欠席者を見込み５０名

程度多く決定し、２４９名の参加者を決定しました。当日は２２０名の方に参加いただきまし

た。「９ 協力団体及び人数」につきましては、スポーツ関係団体等から計８１名のご協力を

いただきました。会場図及び会場写真を資料に添付してございます。 

今回のイベントは、誰もがイメージしやすい鬼ヶ島としており、オープニングとエンディン

グイベントでは、スモークマシーン等を使用し鬼に変装したスタッフが演出を行いました。ま

た、各ブース毎で行ったイベントにつきましては、添付資料の写真をご覧ください。アリーナ・

多目的ホール・軽運動室等において鬼に変装したスタッフの協力のもと、車椅子バスケットの

車椅子を使用しコースを走りきるものや、軽運動室で行った目隠しごっこなどでございます。

子どもの発達段階に応じて身につけておくことが望ましい基礎的な運動能力である走る・跳

ぶ・投げるの動作を中心とした運動遊びを行いました。説明は以上となります。 
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教育長（松村光洋） 

  部長、補足説明してください。 

 

 

教育部長（鳥居竜也） 

  先日、反省会を行いましたが、参加者に対して行ったアンケートの回答も２２０名の内１６

５名の方から回答をいただきました。そのうち１６１名、９割以上の方から、来年も是非これ

をやりたいとの回答でしたので、参加者の満足度はかなり高かったと思っております。コロナ

の関係もあり約２００名と参加者を絞ったのですが、今後、人数を増やすこと等が課題になっ

てくるかと思います。 

 

教育長（松村光洋） 

  只今の説明につきましてご質問等ございませんか。 

 

  （山田委員、挙手） 

 

教育長（松村光洋） 

  山田委員、お願いします。 

 

教育委員（山田聡子） 

  協力団体に個人参加ボランティアがあり１７名の方がお見えになりますがどういった関係

の方でしょうか。 

 

スポーツ課長（渡辺進） 

  スポーツ推進委員の中に児童館で仕事をされている方がいます。その方を通して協力してい

ただける方、高校生や大学生などの若い方に呼びかけて協力いただき１７名の参加がありまし

た。 

 

教育委員（山田聡子） 

  素晴らしいと思います。動画も凄くて、市の自治体が行っている事業とは思えないようなと

ても魅力的だと思いました。私は、他の自治体の職員に自慢して動画を見せましたので、是非

これからもこういった企画をお願いしたいと思います。 

 

教育長（松村光洋） 

  次に、生涯学習課長説明してください。 

 

生涯学習課（田中里砂） 

  ２点お願いします。「琺瑯×デザイン」という特別展を、１１月５日より昭和日常博物館に

て開催させていただきます。資料の裏面にも記載がありますが、ホーロー看板の佐溝力氏とい

う方が長年にわたりコレクションされていたホーロー看板を受贈することができました。４千
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枚を超えております。この第１弾ということでの特別展となります。今後も受贈した物を活用

し、さらに昭和日常博物館の知名度を高めていくような取組をしていきたいと考えておりま

す。 

２点目ですが、名古屋芸術大学アートスクエアについてですが、来年度に工事を予定してお

り、令和５年４月から６月までの３か月間は大ホールが使用出来ません。また、展示コーナー

は４月から７月末まで使用出来ません。６月は全館を閉館させていただきまして、タイルの落

下防止ひび割れ補修、屋上防水、大ホール吊り物、照明設備、エレベーター等の改修を実施し

ますのでよろしくお願いいたします。 

 

教育長（松村光洋） 

  以上で所管事項報告を終了します。 

  連絡事項について、事務局、説明してください。 

 

課長補佐（川口照恵） 

  ○次回の会議について 

  ○西春日井地区教育委員会連絡協議会について 

 

教育長（松村光洋） 

  以上で本日予定しておりました日程は、全て終了しました。 

  これをもちまして、令和４年１１月北名古屋市教育委員会を閉会とします。 

 

＜ 午前１１時３０分 閉会 ＞ 

 


